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図8　ゴールキーパーの10mスプリントのスピード曲線とピーク値に対する変動の平均
羅．考察
　陸上競技100mのスピード曲線は10m毎の速度変化を示すもの（1）が一般的である。しかし、今
回のように野球選手の50mスプリントにおける5m毎のスピード曲線（図3）では確認できなかっ
た著しい加減速が繰り返される波形が1m毎（図4）のスピード曲線では見ることもできるため．
短い間隔の速度変動を観察することは5mや10m間隔では発見することができない現象も確認で
きると考えられる。国内外のトップスプリンターのスピード曲線の測定を行っている広規らは、
疾走中にピッチを上げることを脚の切り返じ動作と表現し、減速距離を短くしたり、速度を
維持する局面になるとも報告している④。このことから、野球選手Bのスピード曲線は加減速
の激しい波形でもあり、ピッチとなる脚の切り返し動作が他の2選手よりも劣っていると考えら
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れる。
　サッカー選手の50m疾走タイムとその5m毎の速度変動を測定した大串らは、5m－15m地点
の立ち上がり速度が高い選手は50m走のタイムも高い（5）と報告していることから、今回実施し
た10mスプリントはサッカー選手の走能力評価にもつながることが考えられる。同研究では30m
地点で最高速度に到達すると報告されている（5）ため、短い間隔でスピードの緩急が激しく不規
則的に行われるサッカー競技であっても50mスプリント測定は必要かもしれない。しかし、サッ
カーのように10mにも満たない距離の疾走の連続を有する測定の場合、短い距離間隔内の速度変
動を求めることにより、立ち上がり速度を観察することができる。
5、結論
　レーザー式速度測定器を用いた速度変動の分析は、従来の走タイムから評価できなかった疾走
中の加減速や、スピード維持能力を見ることができ、今後のスプリント研究や指導に役立つこと
が考えられる。
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